
Ｊ
・
Ｃ
．
、
ヘ
リ
ー
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
宣
教

医
と
し
て
、
明
治
５
年
に
来
朝
し
て
よ
り
明
治
妬
年
に
帰
国
す
る
ま

で
、
神
戸
・
岡
山
・
京
都
に
お
い
て
、
医
療
・
衛
生
・
教
育
ま
た
キ

リ
ス
ト
教
の
布
教
の
う
え
に
数
々
の
業
績
を
残
し
た
。
今
回
演
者
が

報
告
す
る
の
は
明
治
過
年
７
月
昭
日
、
岡
山
県
高
梁
第
一
安
息
日
学

校
の
開
校
に
際
し
て
、
ゞ
ヘ
リ
ー
が
寄
せ
た
自
筆
の
祝
詞
に
つ
い
て
で

あ
り
、
同
校
の
開
設
者
で
あ
っ
た
演
者
の
曽
祖
父
で
あ
る
柴
原
宗
助

が
終
生
愛
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

岡
山
県
令
高
崎
五
六
の
招
き
に
応
じ
て
、
ペ
リ
ー
が
岡
山
に
移
っ

た
の
は
明
治
哩
年
４
月
で
あ
っ
た
。
《
ヘ
リ
ー
は
県
立
病
院
で
西
洋
医

術
の
診
療
を
行
う
か
た
わ
ら
、
開
業
医
の
教
育
を
も
行
い
、
さ
ら
に

倉
敷
・
高
梁
・
総
社
等
に
診
療
所
を
設
け
て
、
巡
回
診
療
を
行
い
民

衆
の
信
頼
を
得
た
。
同
時
に
岡
山
を
は
じ
め
県
下
の
諸
所
に
日
曜
学

校
を
開
い
て
布
教
を
行
い
、
明
治
過
年
、
月
に
は
岡
山
キ
リ
ス
ト
教

Ｊ
・
Ｃ
・
ペ
リ
ー
と
柴
原
宗
助

金
澤
豊
治

会
を
設
立
し
た
。
柴
原
宗
助
と
ベ
リ
ー
と
の
出
会
い
は
こ
の
頃
と
思

わ
れ
る
。

柴
原
は
弘
化
４
年
５
月
幻
日
、
岡
山
県
後
月
郡
井
原
村
の
柳
本
家

に
生
ま
れ
、
幼
時
よ
り
阪
谷
朗
盧
・
鎌
田
玄
溪
・
西
達
三
郎
ら
に
つ

い
て
漢
学
を
修
め
た
。
長
じ
て
中
村
敬
宇
に
洋
学
、
松
村
介
石
に
宗

教
学
・
神
学
を
学
ん
だ
。
柴
原
が
社
会
的
に
活
動
を
始
め
か
け
た
当

時
は
、
全
国
的
に
自
由
民
権
の
思
想
が
湧
き
上
り
、
国
会
開
設
の
請

願
・
民
選
議
員
選
出
の
運
動
が
拾
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
時
で
あ
っ
た
。

明
治
Ｅ
年
岡
山
県
会
が
開
設
さ
れ
、
柴
原
は
初
代
の
議
員
に
選
出
さ

れ
、
明
治
遮
年
に
は
高
梁
町
々
会
議
員
と
な
っ
た
。

明
治
哩
年
、
、
ヘ
リ
ー
が
岡
山
に
き
て
布
教
活
動
を
す
る
の
と
相
前

後
し
て
、
金
森
通
倫
も
岡
山
に
き
て
伝
道
を
行
っ
て
い
た
。
柴
原
は

辱
ヘ
リ
ー
や
金
森
と
相
識
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に
ひ
か
れ
て
遂
に
明
治
巧

年
に
は
金
森
よ
り
洗
礼
を
う
け
る
ま
で
に
な
っ
た
。

、
ヘ
リ
ー
は
柴
原
の
援
助
に
よ
り
、
高
梁
町
新
町
の
旅
館
重
屋
の
一

室
に
仮
診
療
所
を
開
い
た
。
柴
原
は
明
治
昭
年
高
梁
の
片
原
町
森
島

宅
に
高
梁
第
一
安
息
日
学
校
を
開
校
し
て
、
７
月
昭
日
開
校
式
を
行

っ
た
。
そ
の
際
、
、
ヘ
リ
ー
・
水
野
錬
太
郎
・
金
森
通
倫
の
祝
詞
が
寄

せ
ら
れ
た
。
恐
ら
く
式
典
に
参
加
し
た
も
の
と
思
う
。
柴
原
は
こ
れ
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ら
の
祝
詞
に
自
筆
の
式
辞
を
加
え
て
、
一
巻
の
巻
物
と
し
て
愛
蔵
し

た
。
こ
れ
を
読
む
と
、
、
ヘ
リ
ー
の
宗
教
的
信
念
を
よ
く
伺
う
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
高
梁
は
当
時
、
封
建
的
階
級
意
識
や
切
支
丹
禁
制

の
思
想
も
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い
た
。
明
治
皿
年
に
は
町
民
に
よ
り

高
梁
キ
リ
ス
ト
教
会
に
対
す
る
暴
動
事
件
が
起
き
、
教
会
は
破
壊
さ

れ
信
者
が
負
傷
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
柴
原
は
祖
先
以
来
の

家
業
で
あ
る
酒
造
業
を
廃
し
て
ま
で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
し
た
が
、

つ
い
に
新
島
襄
の
勧
誘
に
よ
り
、
明
治
四
年
、
京
都
に
移
住
し
寺
町

丸
太
町
上
ル
に
住
み
、
同
志
社
学
校
の
書
籍
の
海
外
直
輸
入
の
店
を

開
い
た
。
そ
の
後
も
同
志
社
学
校
教
授
浮
田
和
民
に
つ
い
て
政
治
・

経
済
。
歴
史
を
学
ん
で
い
る
。
現
存
す
る
新
島
襄
の
手
紙
に
よ
れ

ば
、
三
本
木
の
茨
木
屋
で
の
会
合
に
招
待
さ
れ
て
お
り
、
当
時
同
志

社
病
院
の
ベ
リ
ー
と
も
交
遊
が
あ
っ
た
も
の
と
思
う
。

柴
原
は
そ
の
後
、
郷
里
に
帰
り
明
治
鉦
年
に
は
井
原
町
長
に
、
さ

ら
に
上
房
郡
有
漢
町
長
に
お
さ
れ
た
が
、
明
治
妃
年
３
月
高
梁
で
没

し
て
高
梁
キ
リ
ス
ト
教
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。

次
に
↓
ヘ
リ
ー
自
筆
の
祝
詞
と
こ
れ
を
金
森
通
倫
が
翻
訳
し
た
日
本

文
を
記
す
。
英
文
の
転
写
を
し
て
い
た
だ
い
た
同
志
社
大
学
教
授
・

杉
井
六
郎
氏
及
び
終
始
助
言
を
い
た
だ
い
た
杉
立
義
一
氏
に
感
謝
し

司
○
目
望
堅
⑦
口
吋
蜀
昌
①
自
身
旨
弓
釦
売
口
可
閉
巨
〕

●

弓
庁
四
函
⑦
脚
の
。
①
で
芹
呂
ロ
く
○
○
国
四
局
四
骨
昌
昌
画
含
○
ご
塑
○
旨
弄
ゴ
⑦
○
吋
四
画
目
再
‐

、

Ｎ
臼
四
島
号
①
旬
胃
め
い
ウ
ウ
画
昏
わ
の
彦
○
巳
冒
弓
四
戸
口
彦
陽
巨
．

、
旨
。
①
詳
画
①
ご
員
扁
乏
毒
⑦
冒
○
写
凰
黒
め
昌
旦
《
《
、
二
軍
可
門
匡
茸
庁
ｏ
三
〒

旦
局
①
旨
弄
○
○
○
胃
国
①
舅
『
具
①
『
国
①
》
》
ロ
ロ
ｑ
四
ｍ
囚
芦
昌
景
の
①
Ｐ
門
○
ず
斤
彦
①
、
。
‐

国
冒
昌
鴎
守
円
旨
昏
の
目
蔚
岳
冒
穴
蔚
苛
四
ぐ
①
輿
①
司
国
巳
』
静
一

画
目
旦
昏
２
口
尉
島
ｇ
乏
厩
呂
蔚
昌
辱
旦
冒
⑦
》
〉
〕
吾
①
堅
巨
１
く

、

、

、

、

○
竜
一
旨
①
国
等
庁
寄
四
ｍ
ウ
⑦
①
冒
禺
⑦
四
四
局
」
①
二
口
ｍ
ｏ
ｐ
①
○
竜
《
ず
①
酌
司
胃

黒
⑦
團
庁
局
善
⑦
○
言
冨
四
目
》
ず
○
号
○
匡
四
旨
ユ
冨
○
巨
巨
四
》
四
口
ｇ

の
ｘ
も
①
国
の
ロ
。
①
写
創
い
め
ず
○
罫
ゞ
昌
庁
毎
画
奇
骨
彦
①
局
①
屍
昌
○
ず
⑦
茸
①
隣
．
夢
固
く、

○
局
今
○
一
国
頤
一
ご
厨
》
己
巨
ず
庫
○
四
二
］
く
ぃ
鼻
面
四
目
樗
冨
号
彦
の
、
画
弄
）
ず
四
舜
彦
‐

恩

、
の
写
○
○
一
．
胃
唖
］
白
で
○
門
国
昌
８
８
吾
①
写
負
目
毎
門
①
島
島
①
８
日
‐

罠
口
巨
国
営
ぐ
四
目
Ｑ
○
局
言
苛
⑦
芦
邑
ｑ
一
ぐ
許
且
皀
四
一
尉
匡
旨
月
ぐ
①
厨
四
宮
く
門
⑦
○
○
‐

自

垈

、

函
昌
吻
①
二
目
○
ヶ
凰
胃
田
口
百
口
Ｑ
唾
．
庁
四
＆
国
頤
烏
匠
⑦
す
①
胃
四
目
ユ

、

頤
局
⑦
Ｐ
骨
①
砂
《
Ｒ
旨
①
昌
弄
○
一
四
穴
①
画
自
画
。
ご
く
①
七
四
吋
計
』
旨
計
弓
①
ダ
ミ
○
吋
斥

○
局
《
写
⑦
ｍ
○
写
○
○
号

胃
ｎ
ｏ
目
印
Ｑ
の
旨
二
ぐ
①
〆
も
①
ｇ
坤
○
目
許
ぽ
い
○
吋
覗
國
昌
園
目
５
口
《
ず
①

、

。
巨
烏
、
尉
○
夛
含
庁
毎
○
由
』
ロ
國
匡
①
旨
。
①
ｍ
ダ
ョ
旨
彦
夛
竺
一
ヶ
①
旨
①
卸
計
蛋
○
口
弓
○
○
貝
］
‐

ま
す
。
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munityinmanyways,aswellashelpyou,indi-

viduallytoacquireatanearlyday,thatknowledge

oftheHolyScripturesoessentialtoanintelligent

fLithandastrongChristiancharacter.

Withmyearnestprayersfbryour'succcssare

unitedthoseibrtheearlyorganizationof-similar

institutionsinoutlyingvillageswheretheHoly

Bible,whoscAuthorisGod,whoseMatterisTruth

andwhoseEndistheSalvationofmen,maybe

earlyandcarefilllystudiedbythepeople.
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